APECエンジニア登録更新に関するアンケート　
アンケートの提出は任意です。ご提出頂いたデータはAPECエンジニア活用促進の目的以外には使用しません。

	1. APECｴﾝｼﾞﾆｱ登録後の海外での業務経験はありましたか？
	 a)会議への参加　(   回程度)

 b)技術指導やｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ業務などで出張　(    回程度)
 c)海外支店または海外現地法人等に勤務し、業務を行なった。

（滞在期間　　　　年）  
 d)海外出張はなかった。

	2. 上記で a)～c)とご回答の方は、主にどの地域・国での業務経験が多かったですか。
	 a)オーストラリア、b)カナダ、c)香港、d)韓国、e)マレーシア、f)ニュージーランド
 g)インドネシア、　h)フィリピン、i)米国、　　j)タイ、　　　k)シンガポール、
 l) チャイニーズ・タイペイ 　　　m)ヨーロッパ n)アフリカ、o)中南米、p)中近東

 q)ロシアおよび周辺国、r) その他（　　　　　　　）

	3. ご自身がAPECｴﾝｼﾞﾆｱであることをｱﾋﾟｰﾙしていますか？
	 a) 名刺（英文・和文問わず）に “APEC Engineer”と入れている。

 b) ご自身のプロフィール紹介等において、”APEC Engineer”と入れている。

 c) その他の方法でアピールしている（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　）
 d) 特にアピールはしていない。

	4. 上記でa)[名刺記載]とご回答の場合、相手の反応は？
	 a) 相手はAPECｴﾝｼﾞﾆｱの事を知っていた。

 b) APECｴﾝｼﾞﾆｱとは何ですか、と聞かれた。

 c) 特に反応は無かった。

 d) その他　(                                                         )　

	5. APECｴﾝｼﾞﾆｱに登録していた事で、国内外を問わず業務に役だった点がありましたか？
	 a) 下記の様な点で役だった。

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 b) 特に役だった事はなかった。　

	6．今回APECｴﾝｼﾞﾆｱの登録更新申請をされた理由をお聞かせください。
	 a) 業務上有用なため。（具体的に：　　 　　　　　　             　　　　）

 b) 現在は特に有用ではないが、今後何らかの形で役立つかもしれないため。

 c) その他　(                                                        )　 

	7．APECｴﾝｼﾞﾆｱの知名度向上等の為に、今後どのような方策が有効とおもいますか？

 　(選択肢に挙げた事例はあくまでサンプルです。)
	・わが国における方策

 a) APECｴﾝｼﾞﾆｱ制度説明のﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄを作成

 b)公開希望者ﾌﾟﾛﾌｨｰﾙを技術士会ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞに掲載
 c)その他 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	・APECｴﾝｼﾞﾆｱ参加国間での方策

 a) APECｴﾝｼﾞﾆｱ参加国共通「APECｴﾝｼﾞﾆｱ登録ｶｰﾄﾞ（免許証ｻｲｽﾞ）」
 b) 他国のAPECｴﾝｼﾞﾆｱの活躍事例の紹介

 c)その他 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



	その他ご意見等がありましたらご自由にお書きください。




a) b)等の記号がある箇所は○をつけ（複数回答可）、カッコ内に適宜ご記入お願いします。

第11回ＡＰＥＣエンジニア登録更新申請書


日本APECエンジニア・モニタリング委員会 殿

　私は、APECエンジニアの登録更新を申請します。

平成　　年　　月　　日

     ふりがな

(1) 氏 名:　

(2) 登録証送付先：
( ) 様式1の現住所と同じ (送付は日本国内に限ります。)

　　　　    　　　
( ) 様式1の勤務先(日本国内の連絡先)と同じ

　　　　　　    　
(  ) その他 〒　　　　　

　　　　　　　　     
住 所

　　

    　　　　　　　　 
電 話

     　　　　　　　　
E-mail

(3) APECエンジニア登録番号　

(今回登録更新申請時期である番号を記入してください。２分野登録しており、ともに更新時期であるが、そのうち一方のみ更新する場合も、更新時期にある２件のAPECエンジニア登録番号を記載し、更新を希望しない一方については「今回更新を希望しない」にチェック（レ）をしてください。)

APECエンジニア登録番号  　( )今回更新を希望する。　( )今回更新を希望しない。

JP-1-____________________



 
登録更新申請分野

(  ) Civil　　(  ) Structural　　(  ) Mechanical　(  ) Electrical　(  )Chemical
APECエンジニア登録番号  　( )今回更新を希望する。　(  )今回更新を希望しない。

JP-1-____________________



     

登録更新申請分野

　(  ) Civil　　(  ) Structural　　(  ) Mechanical　(  ) Electrical　(  )Chemical
(4) 日本技術士会会員の有無  (  ) 会員　(  ) 非会員　

(5) 更新の種類


(  ) 通常の登録更新期間において行う登録更新

(  ) (1)登録有効期限後1年以内の登録継続更新 (300CPD時間/6年が必要)　


(  ) (2)―① 登録有効期限後1年超経過して登録更新


(  ) (2)―② 登録有効期限後1年以内の登録更新（遡らないで更新）　
自署：

______________________________________________

　　(6) CPD時間チェック　
CPD記録シート　の各年のCPD時間を、更新を希望するAPECエンジニアの技術分野毎に集計し、

CPD記録シートとともに提出してください。　

	APEC技術分野
	（　　　　　　　）
	（　　　　　　　）
	各年のCPD時間記載対象期間の目安

	
	CPD記録シートに記載した 上記分野のCPD時間を各年ごとに集計してください。
	CPD記録シートに記載した 上記分野のCPD時間を各年ごとに集計してください。
	申請書提出期間中の提出月に応じて、目安となるCPD時間記載対象の期間が異なります。

	５年前
	CPD時間
	CPD時間
	・2010 年9月提出の場合:
 2005 年8月～2006 年7月のCPD 記録

	
	
	
	・2010 年10月提出の場合:
  2005年9月～2006年8月のCPD 記録

	
	
	
	・2010 年11月に提出の場合:
  2005年10月～2006年9月のCPD記録

	
	目標として年平均50CPD時間の実施が望まれます。
	目標として年平均50CPD時間の実施が望まれます。
	

	４年前
	CPD時間
	CPD時間
	・2010 年9月提出の場合:
 2006 年8月～2007 年7月のCPD 記録

	
	
	
	・2010 年10月提出の場合:
  2006年9月～2007年8月のCPD 記録

	
	
	
	・2010 年11月に提出の場合:
  2006年10月～2007年9月のCPD 記録

	
	目標として年平均50CPD時間の実施が望まれます。
	目標として年平均50CPD時間の実施が望まれます。
	

	３年前
	CPD時間
	CPD時間
	・2010 年9月提出の場合:
 2007 年8月～2008 年7月のCPD 記録

	
	
	
	・2010 年10月提出の場合:
  2007年9月～2008年8月のCPD 記録

	
	
	
	・2010 年11月に提出の場合:
  2007年10月～2008年9月のCPD 記録

	
	目標として年平均50CPD時間の実施が望まれます。
	目標として年平均50CPD時間の実施が望まれます。
	

	２年前
	CPD時間
	CPD時間
	・2010 年9月提出の場合:
 2008 年8月～2009 年7月のCPD 記録

	
	
	
	・2010 年10月提出の場合:
  2008年9月～2009年8月のCPD 記録

	
	
	
	・2010 年11月に提出の場合:
  2008年10月～2009年9月のCPD 記録

	
	目標として年平均50CPD時間の実施が望まれます。
	目標として年平均50CPD時間の実施が望まれます。
	

	直近の１年
	CPD時間
	CPD時間
	・2010 年9月提出の場合:
 2009 年8月～2010 年7月のCPD 記録

	
	
	
	・2010 年10月提出の場合:
  2009年9月～2010年8月のCPD 記録

	
	
	
	・2010 年11月に提出の場合:
  2009年10月～2010年9月のCPD 記録

	
	目標として年平均50CPD時間の実施が望まれます。
	目標として年平均50CPD時間の実施が望まれます。
	

	合　計
	CPD時間
	CPD時間
	

	
	過去5年間で250CPD時間必要
	過去5年間で250CPD時間必要
	


この表は必ずCPD記録シートとともに提出してください。

     　  （「ＷＥＢ登録」をご利用の方で、更新するAPECエンジニアの技術分野が１分野のみの方は(6)は記入不要です。）
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